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ナポレオン 'ìi'ijl~ の転換JUJは 1807:;1三 "-'08年であった。こ AL以後は征JJhL ill'U二J広大となり，jJ、

liiiの革命の福音宣伝的怠義を全く失ってしまし， jItiNのjliJ'llぷ土地，:h， 欧州各i主11'(の自IU文も生

じてL、た。そしてこの1808王子にナポレオンは大陸封鎖令の光壁をJWするためスペインのブノレ

ボン王家を廃し， I'~I 分の JL ジョーゼフをたてた。スペインではそのため反乱が起りフランλ

守備軍はゲリラ的戦法に悩まされた。ここにまず反ナポレオンの IJ火がきられ，英i五!も海与jZ

をJ二位させてスペイン'を援JJ)Jしたのだった。

このスベイン 11)IJJ~1:に兵を使うため，ナポレオンは1808年12月にフランス軍をプロシャから

広範在日に撤退させた。それで12月なかばにはプロシャの不正規軍 Schil1も歓声に迎えられ

て Berlinに入城し，プロシャ::rも Stein男(まもなくナポレオンの追放令でロシヤに逃が

れた〉さえも首都に帰還することができた (Kの rAn den Kりnigvon Preusenjはこの

II~: プロシャ王に捧げられた誌である〉。

こうした北ドイツにおけ』る敵'1気心の昂揚により， プ iコシャが小規模ながら市.隊を整備し始

めてきたので，ライン jr.rj盟 (1805'9='のプレスフ〉レクの不Il約によってライン同盟は有事の際ナ

ポレオンの為に六万余の軍隊を動員する義務を負わされてL、た〉の Bayern，Sachsenの諸

侯が依然、としてナポレオンの悦IJにたっているにも約らず，オースタリーは軍隊を近代化し，

jiJ1大させ， I:ll~ 戦すればナポレオンに対する緒戦の成功で、北ドイツ諸凶の)，é.:援を得て一挙にフ

ランスを1防{砕しようと日頃っていた。

実際オースタリーはこの!時四度11にナポレオンに対して立ち 1-_1)-;ったのだが，結果はつ L、にまた敗

れ，ナポレオンのiiiijーを容れて皇ムーマリヤを与えねばならなヵ、った。これはプロシャで指導者の Stein!J') 

がナポレオンによって欣jをされたので， ~t I、イツがMe中告を失ったため呼応する機会を逃がしたのも-

l主iである。

1809王子手柔オースタリーはナポレオンに文、jーするお;たなij止の当ilfJ1Iiをし， Dornberg ~1 West-

falenで蜂起し， Schill は Berlinvこ出征軍を集結してL、た。そして 4)~ 9日チロールが突

然蜂起し，兵火が四方八方へ飛び，決戦が避けられない状態になり，オースタリーの対仏宣

戦布告もなされたのだった。

この戦争勃発11寺に Dresdenで作られた K の歌 IGermania an ihre Kinder / Odej 

(これはその後何度も書き直されたりして七つの兵った草稿がみられる)， ，-An Franz den 

Ersten， Kaiser von Osterreichj， I Kriegslied der DeutschenJがあるO これらはどれも

I~I 筆原稿として残っているO そして「オースタリー皇帝，フランツ一世に捧くづのj躍の後に

は D809~三 4 月 9 13， Dresdenで Heinrichvon Kleistによって歌わるJ [Tieckの初j坂

本では1809年 3月 l自になっているが〕とあるし， MJ註には「この三つの詩句は，これを印

刷しようと思う人には誰にでも作者はゆずる，そしてそれが刻々に印刷されて阜く広めさせ
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る以外にMもヨ!んでし、なL、o H. /1. K!.Jとありまた Kは「その詩が京j設のお気に入ります

れば，公FlJすべく，あるいはただ一つでも〈小生がもっと集大成したものを出版しようと忠

っておりますので御心配なく)印刷!すべく槌字工か貴殿の忠、う人に与えてドさい，小生が
おらがね

粗鋼の声を持っていて，それをノ、ノレツ山から11又l::L¥してドイツ人に歌って関かせたL、と出、って

し、ますJ(B149)くりと言ってL、ゐ。このほカ、にこの頃f'1.:られた詩に，二つの Epigramm

(Rettung der Deutschen， Die tiefste Erniedrung)と 1-Das letzte LiecUがある。

このオースタジー宣戦の緒戦の状態を K の手紙は次のように伝えている。[さしあたり

JJi:々はフランス人からここ [DresdenJ では免れております。 オースタリ一軍が戦いとった

!fJY~FIJ の最初jのうJI らせ〔オースタリ一軍 Bayern vこ侵入=4月9¥=J Jに Bernaclotte[， J ean 

Baptiste: ナポレオン11[の元自IIJ= SachsenはB.のもとにトイツに反抗していた〕はすぐさ

まザクセン軍を率し、て Dresdenを去り〔フランス司王は 4n 9 [!vこ Dresdenを徹兵J，彼の

1:敬がすぐ後にいるかのよう， .!荒てていました〔オースタリ一大{史館も 4n 9 FIに Dresden

を引きあげるJo述織できぬ}JIlJ主砲や~ìji薬IjIはこわしていきました。兵日!の進路はAltenburg

を1]指し， Davoust [， Louis Micolas: フランス元sIIJ= 1806年以米 Allers鳩山侯〕と合体

するのでした，でもオースタリ -:ilf.がし、くらか;主主ドすれば、j遮断されていますo Tと王妃

[Marie AmalieJ は í~Iに来ったl昨大声で、泣きました〔ザクセン王夫妻は3'11'しょせるオース

タリー'[IIを前にしてナポレオンの安請でフランクフルト 1Mに安全を求めて行った， もと

もとザクセンヨ.:Friedrich August 1は始めは/"，イツにおけるプロシャの璃権を必要と認

めてし、たが， Leipzigの戦の後， Sachsenの滅亡を救うためライン|下iJ~泣に }J/I入したJ oJ 

(B 149)そうしてフランス軍の指導によるライン同盟主¥1の iザクセン'半は勢にのって突然

Plauen へ，そこから Zwickauへ進本したとの11尊です・・・・・・プロシャでは非常に急速に全て

のことが戦時体制へと移ってきました{プロシャは参戦しなカるったが， 4 J'J 9 Flに一応動員

してL、るJJ(B 149)という次第であるO

こうした急激な状勢の変化にも拘らず K はカ、ねてからのgl'/[lliの Wienへの旅行を行お

っとする。勿論 f-Hermann 投手I'J の L泌を FI指して，愛!主I的情熱に燃えていたにしろ，月

末までに)1債をおって Wien旅行の準備をしているO 日iJち 4F114 Elに Dr‘esclenで，やってき

た U に会っている，勿論旅行に出るための経治的援助を願ったのだカし ままならず，その

結果 ri業が寅姉に言ったように一緒に旅行しようと jむった B [uol-M註hlingen，Joseph 

Baron von: lS0h'!三米 Dresclenのオ一五人タり一大使館書記館〕はすでに去ってL、J(B 150) 

たので， Dahlmannと r-4joJ291::lに Dresdenを去るJ(B 150)ことになった。

この Dahlmannは後に歴史家になったにも拘らず， この頃の K との旅行について述べ

た rI~I 伝 (1849年 =L 316)(2) Jと fT Schmidtに宛てた文 (1859年=L317)J の!日1には

fi:11Iし、ところでは相当食速いがあってはっきりしなし、。しかしこれから推量していくと，もと

もと A.Mullerのさそいによって Dahlmannは PhobllSに参加すべく Dresdenへ出て

きたのだったが， /I~:すでにおそく Phりbus は瓦解し始めており，そのためと流階級の1./=1で

議泌するイr111h¥1に入ろうとした。ところが戦乱勃発の気配でそれも駄目になり，その/1寺たまた

ま， PhobusのI!EI京の F.Hartmannと知り合いになって，それによって K と知り合った

とのことである。長)Jちある日 K と一緒の Hartmannと Dahlmannがし、つもの会合地

Dresclen橋 jこで出会い，そこへたまたまBotUgerがやって来た。 Bδttigerと Hartmann

がおしゃべりをしてし、るのに待ちくたびれた Dahlmannと K は二人を残してそ ζを去
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り，近くの広で色々と話をすることになった。 [Dahlmannの;文によるとどうもこれが初H

だったらしし‘。〕その話の結果二人は意見が一致し， I翌日徒歩で Dresdel1をたってオース

タリーに旅行しようと申し合わせた I(L 317)のだった。

K は ri~týl\ j [UJ も御存)JJのように僕を直接にせよある L、は!日Hifにせよ， ~Jf {l l: のおiiれの

仁|二!に投げ入れる意J玄iで D [resdenJを去ったJ(B 15:nのであるが，まず IBりhmenへは

平隊の後についていったJ(L 318)のでありその'ポの11:1には!日友 Pfuelの弟がL、た。

この時の Dahlmann と K らの!計画は Bohmenカ3 らILゆる力を結集して， オースタ

リ一戦守1からドイツ戦争がili;るように努力することだった。我々が一時的な成功の希引に歎

されぬようにと，我々はオースタリーからはただi攻i成したvこも拘らず，持ちこたえることを

望んだ，そして Stadion兄弟〔兄はオースタリー外相， Wagramの敗戦後 Metternichに

その地位をゆずる〕の態度で， I語家が今度は決戦をJ~t もうと決心したのを認めることができ

た。しかしオースタリーがそうであれば， プロシャもその興亡のJrIll辱的な動揺ヵ、ら突然奮，li;

するだろうししかも他のドイツはオースタリーとプロシャの一致した鷲の政 ~IJに従うだ

ろう J(L 316)と考えていた。

二人Ll、 r/l'(~主あるし、は!日J~主に事件の流れの1+1へ身を投ずる為に 1 )J 9 Iこiにおこった戦争の， Sacrosen 

がフランス側についてオースタリーの事件を積極的にすすめるために Dresdenからオーλ タリーへ行

った。{皮はオースタリー側の'.};)(功が!日jらかになるとすぐ対ナポレオンtr主参加にプロシャを動かそうとl鋲

っていたJヒドイツ愛l:!il者lnJlli1の1.111こいたJ(S. 183) (3)。

そして K 自身も「全てが， 当時それほど調子が良カ追ったので僕は Dresden ~こ j吾られる

と信じていました，でも最近の事件はこの地カミら去ることを僕に強L、ました。僕が今実際に

このi詣で為すだろうことはまだ:1:1]りません， 11寺がそれを解決ーするでしょう，そして貴姉がそ

の後にお知りになるだろうと忠っておりますJ(B 150)と述べ， n業が近いうちに再び

Dresdenへ帰るかどうかはまだ僕にははっきりしていませんJ(B 150)と言っているO

途中では先行していた Buolについて lこの Tむplitzでも僕は彼 [Buol]とも出会い

ませんでした [5月 3日JJ (B 150) し 1Buol 氏の友人である v.Kや v.Dahlmann氏

も明日急行郵便馬車で出発しますJ(L 32;)= 5月 3日〉と i記録されている。この11寺「今のと

ころ僕は Pragを通って Vvienへ行く I(B 150)予定であったが， Pragの政府役人

Breinlの報ずる (L326=Prag， 1809，三;:))ところによれば li{......は作五てです・・・・・・彼は

Dresdenのオースタリ一大使から Wienへの旅券を，彼の愛i五!心がもっと支持され成果:を

うるその地で有利に{動けるよう， もらっております。たまたまおこったJJjJ気が11支の出発を今

まで妨げました」とある。

また r1809jr Heinrich は Hermann戦争を上演させるため Wienへhこうと思っていた，だが

Wienのすぐ手前で彼は15分前からフランス寧が進入したと出iくO 一一一彼は引きかえして Pragへ行っ

た，そこで彼は仮綴じの本を/1¥しそれが非常な反響をH子んだという話があるJ (L 323)。また Tieck

も K (;1: r'作家として良い作IIJ~~ tこ役立てる LI的で Pragへ行ったJ(L 324) と述べているO

5)=J51ヨに rPragで二人は大分i誌に先行した Buolに追いつく JC4)0 そして iオースタ

リ{大使館の旅券のll)Jけで…・・・境がすでに閉じられていた時，幸いにも宿を見つけた， この

111]'には当時ド、イツの蒋生をあえて{言じようとした者全てが流れこんできていたJ(L 316)の

fニっ7こO
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実際 Regensburgの日以後， 高まってきた焦燥感は Dahlmannと K を Donau河の

近くへ駆りだした訳だが， r我々がオースタリ一軍の管誌に入った!時:， Jenaからきたプ p

シャ箪がそこでJLゆる点におL、て憶病者，弱虫と侮揮され…-一上151¥F'イツ人はフランスへの

F‘イツの裏切者と実に侮辱されていたのだったJ(L 316)。二人はそれを見るにつけ '-n寺
がたつにつれ，我々は Wienへ旅行しようと決心して，そして Regensburgの勝者が我々

より早いだろうとは疑わなかったJ(L 317)のであったO

Znaimで二人は Knesebeckと弟 Pfuelに出会って rZnaimで我々は後々軍人とし

て最高の栄誉に昇進した Knesebeck [， Kar1 Friedrich v. dem (1768"'-' 1848)Jプロシャ

大佐と出会いました。 Knesebeckは当時オースタリーの Kar1大公を通じて行われたが，

しかしはじめはうまくいっていなかった宮廷の秘密の交渉を任せられていた J(L 317)と報

じている。

それから K は Dahlmannと Stockerau~こ更に進み， 一方 l¥nesebeckは Pragへ引

きカミえし，そこへは弟 Pfuelがまもなく追っていく筈だったO

それ政 5)J 31 E1に二人は Pragへ州ったのだから，弟 Pfuelt/:受取った Kの5)J25日付の書簡

(B 151)は r1809年 6)J1日， クライストの帰還後に受取る」と記入しである訳だろう。

K\主 rlUj答示教書J をこのi妥 (CHV 全集では Regensburg の会i段(l809~1三 4 J-J 231:1)後，しかし

おそらく Aspernのオースターの勝利(1809年 5Ji22日以前〕警いたというのが通説だが

1fI4i空 間 オースタリー皇帝や真のドイツの王侯方に忠節を)~ししている官吏たちは，危険な立場にあ

ると忠わなし、か? どうだね?

本当にそうだと忠う。

何1&? 
若しコノレシカの皇帝が閣内に這入ってきたら， ，tJ.1、義であったが政にひどし、ufこ遭わされる

でしょうから。J

とあるから 5)J 13日の Wien占領以前と考えた方がよいのではなかろうか? 当時の情報伝達の速度

やそれによって11寺局を判断する時間を考えるとl<egensburgの戦より一週間位後より， オースタリ一

軍が圧迫されて戦場がォースタリー|畠17'1に次第に移ってきたもののそれほど Wienに近くない頃，五

nの初旬ではないかと考えられる。 HI1ち Kの Prag一時滞在の頃と考えられる。

答

問

答

この間 5月13/14日に Wienがナポレオンに占領されたが，二人は Pragカミら Wienへ

の途I二ドにいた。その後ら月21日には Gros-Engersdorf bei Aspernがフランス寧に占領さ

れたが， しかし翌日再び放棄されて，この Aspernの1訟の戦斗外にあった (CHV全集註)0

k たちが「ちょうどある早期1]，Stockerauでカノレタをしていた時，宿の主人が我々のとこ

ろへやってきた，~皆様，カノレタをおやりになって戦争が始まったことは何もお知りになり

ませんか?~それは Aspern の戦( 5月紅白〉だったJ(L 317)。彼らは早速観戦に出かけ

たが， r-僕が22日に [Gross-J Engersdorfで自分で、見たことの記述全部の手紙J (B 151) 

とあるように戦斗の及ばぬところで戦全体の様子を見ていた訳だろう O そしてこの22日に見

た戦争の報告を Pragの Kolowrat伯に出している O それは結局は Knesebeck に知らせ

る意図であったらしく 1-でも Kneseb'eckがそれを取りにいかせ開封するように，

Knesebeckへ書いてト。さし、。その中の多くのことが彼に興味があるでしょう J(B 151)と

言っている。これは231二!にH:¥したものとみられるが. I司I時にはっきりするのは Knesebeck

に知らせるため，弟 Pfuelへ23E!に Znaim宛に 沓L、たとはじような内容の手紙があった



Kleistのオーメクリ-jL訂正 '79 

ことであるO これはしかし 1Znaimからきた誰かが僕に若〔弟 PfuelJがそこから出発し

ただろうといったので，残念ながら君は僕の一昨日[S月23F3 Jの第二の子紙を受取らなか

ったで、しょう J (B 151 = 5月2S日)と言っているように Pfuelの子にうまくはいらなかっ

た。そして 5)=j25日には K は「ちょうど僕が新聞からほやほやで，陸軍少将 Radetzky伯

[， Joseph (1766'"'-'1858): 後に元自iむのもとから入手したことをお知らせしますJ(B lS1) 

という書き出しで始めているO

おそらく Aspernの勝利のオースタリ一軍の軍事情報だろうが， これを最右翼の第五寧1:11の指名ltを

していた1ミ少将からKは得たのだった (CHV全集註)。

そしてこの Stockerauで子紙を書いた後で， 二人 r-Dahlmann と僕は戦場へ， nlJち

Kakeran と Aspernへ，全てを見，そして事件の成行を調べに行J(B lSl) くのであるO

K はその夜は Langen-Enzersdorfへ泊る予定 (BlSl参照〉でいた。

「会戦後の (3日後のJElに我々は戦場を訪れた， 11~1の~L人は我々に馬車を整え，我々を(1分で案内

してくれた。何かのんびりした気持を我々は恐ろしい破壊のこの光景に感じていた……誰も我々が戦場

を巡っている間邪魔しなかったJ(L 31i)， 一人の農夫への不注慈怠;な質j問?苛号で、二

て逮捕され， K は r1809~1三 3 rJに戦争の勃発がためらわれた11寺j と L 、う註づきの rAn den Erzherzog 

Kar]jを読んだりして弁明したが間かれず，オースタリ一軍の Markgraf-Neusiedl司令部の Hi11er

元自IJのところへ連れていかれた。 Hiller元帥は「すぐ勝手が半IJってくれて我々の新戦一場への遍濯をい

くらか無鉄砲とみるとL、う親切な言葉で迎えJ(L 317)釈放された。宿の主人がこの間L喝事に乗った

まま述げだしていたので，彼らは;死ぬほと]校れきってかなり離れた Kageran村に宿を探さねばならな

かった。〔この間のくわしい成行は L316， L 317に書いてあるが殆んど向じである。〕

しかしこの時，オースタリ一事の将校の前でポケットから取りだして読んだのは 11809年

5月21/22日の Aspernの会戦後にJ と註付きの， K がこの戦の最高殊勲者をたたえた

r-An den Erzherzog Kar1Jであるかもしれなし、。詰付の点からみても完成しているだろ

うし，ポケットからl!y出したという点からみてもこちらの方が妥当かも Lれなし、。

こうした Aspernの戦場での不幸な予想外の寄り道をした後で， Kは「とりかかったあら

ゆる手段にもこの非常に奇妙な方法で邪魔されて，僕の望みでは全然、行きたくなかったこの

Prag に僕はやむなく滞在しましたJ(B 153) と伝えるように， Pragに 5月31日に帰ってき

たのだった。しかし「ここ [PragJ では B[uol]によって，また彼が撲に世話した知人た

ちによって，僕にとっての活動範聞がI~flかれるように見えJ (B lS3)たのだった。

rWienへ行く代りに Dahll11annと K は Pragへ行った， Bohl11enはフランス箪に対してまだ安

全な中部ヨーロッパ唯一の土地だったからであるJ(s. 9lf.)(5)。一方 6)J 10 Flには rSachsenに侵入

したオースタリ一軍団の総司令部は Dippoldiswaldeに来J(B 152)ており， それに対して Dresden

をオースタリーから守ろうとした rDresclenで指揮する Thielmann[， Joseph Adolf (l765~ 1824) = 

k が Korner宅で知り合った大{心は Sachsenに激烈な布告を出しJ(B 152)ている。また Herzog

v. Braunschweig Friedrich Wilhell11 (1771 ~ 1815)の率いる!Iきraunschweig軍国 [Schwarz

Schar Jも Sachsenに， [Ernst v. Pf uelの勤務する Franken箪i立!の〕少佐 Nostitz[， Karl v. 

(1781 ~ 1838)Jはその部隊とともに Bayreuthに侵入したのだった。 この移動は Schillをおそらく

助けることができる (Schillは5月31日にすでに Stralsunclで戦死していた〕はずだった。 Schillは

ヲランス軍の Gratien将軍の前で Stralsundへ撤退し， !(Ugen g~jへ行くため船!，こ乗った。九百人の

デーン人が Gratien将軍と合一しましたJ(B 152) といった!孔に Aspernのii&fこおけるオースタリー
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1jKの優勢によってナポレオン側の Sachsenを中心とした混乱の様子が K によっても話られている。

それ故こうした状勢からこの]均hmenの Prag(J: K の愛国j笠間jと愛I;E]的作11111を作ろうという目的に

当時としては最もふさわしいIl!Jだったのだろう。

この Pragの KleineSeite， Bruckengasse Nr. 39の下宿で Dahlmann(l IKの詩tこ

慣れました，その詩では私はその11寺までIfJr片 RobertGuiskardにとくに親密さを感じてい

ましたが，そのH寺 Hermann戦争の手稿が， 崇l高さ， 荒々しさ，心底をJ踏みとる，時には

感激に高めるものを含むあらゆる物で私のはの811に現われてきていました。しばしば私は彼

にその一節を朗読せねばなりませんでした。本当に私はしばしば，他の人がo;;にし、ても朗読

を勤めました，というのは K 自身が彼のふくみ声やその性急さで簡単に11とってしまったの

で自分で朗読するのを好まなカ冶ったからです， しかし1j，'il々 の文節を彼がそのような反抗しが

たい戸の心の響きで読んだので，それはL、までも在、の耳:に響L、ていますJ(L 317)0 (その文

のあとに Hermann 攻守iにつL、ての意見も述べているが)そうした0'j:{ノr:の1¥々もあった訳

だろう O

また Dahlmannは後に Gel・vlnusに CJena. 1840~1:.I0)J 261'1付の予告Ui云ってL、る， I t波の一番す

ぐれた{乍dillを私は少くとも上j1'iの Hermann戦争だと思います。それは Irijll~とにm~史的lllIi他会持ってい

ます，ずうずうしいラインIUERiの精神が，当11寺北:配していたように適切には全く出かれる三とはできな

L 、。当時;訟もが， 最後に死にいたらされる Aristan侯が誰で， ill¥2袈Eな行為や{使史者の派i逃i立2でで、担担11凶羽fをどj数女お

うと考え7たこ人々 ρが¥Ii'准i

7たヒG 君は在、が Venticliusの雌熊にL、くらかIp1怠しな泊、ったと与えることができるでしょう o K (:!'-呉議

をH出えていた， ~.私の Thusnelda (はtク兎j敢なのて

のように，無邪気でうぬぼれが強い，そのようなvu告がもとに治通えるには， ~ 、くらρイ岳んしい在留が必

QgなのですJとJ(L 3]9)。

I フランス新聞学緋!安」にみられるように新聞，雑誌による愛i五i心政 I~大と，正しい f::i道1Z

j主を考えて L、たが， Pragでの K は I-GermaniaJ誌をよれIljjしたのだった。 Iそれまでの此

行ï~:l ~Satyrische Briefe> や~K a thechism us>のような論文はすでに書きあげられ‘て

L 、たJ(s. 183)(3)。そして F.Stadion KIのまわりにくる愛凶者たちに， Kは Buolによ

って紹介されたのだった。 r5 月 21/22 日後はすばらしい1I~j:JWでした，そして僕は愛凶的週

刊誌のために決めたし、くらかの論文を〔愛極者仲間がおちあっていたJGraf v. Kollowrat 

[市守備隊長 FranzAnton Kolowrat-Liebsteinsky]の家で朗読する機会を得ました。この

週刊誌を成就させる考えが賑やかにもたれ，他の人々は僕の代りに出版社を九つけることを

よト尚しました，そして考えられた当局の同意 [6月 17日にこの請願は|二113されました (L

328 c参jl日)Jを得ねばならなL、ことを除けば何も欠けるものはありませんでしたJ(B 153) 

と K 自身も諮って L、る。

Kが当Jl寺またその後に書L、たもの全てが，彼が Aspernの戦場からの手紙に述べている調子がみら

れた， H!Jち i今僕はーl瞬もむはやプロシャ王が，そして彼と共にすけ、イツがたって，そして必裂な大仕

事にiilliするq攻守lがおこることを疑っていません J(B 151)といった次第である。

[Teplitzの警察高等警部JEichlerが i市守備隊司令官 [Kolowrat]は作者として有

名な H.v ・ Kleist なる人物がjヒドイツに{動きカミけるため Germania という j~ 名で梨Ujtを

出版しようと思ってレると言及J(L328a) してし、るのを!記録しているが， Dahlmannと K
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とが「雑iiLあるいは実際は週刊a.tを GermaniaとL、うjlLjで出版してもよいという許可を

うるために提出した請願J(B 152=この請願書は紛失:E. Schmidtの Kleist全集， Bd. ;) 

(1906)， s. 389註)は「この雑誌が包含しているものを君 [F. Schlegel]は簡単に考えるこ

とができます， 今トJイツ人が記さねばならぬことが題材ですJ(B 152)，そしてまたごa 人は

[我が留の作家に，そして北ド¥イツ人たちに，彼らがi五i氏に言わねばならぬことを危険なし

に小生の雑誌にのせる機会を作るそのI"J戸を開く以外には{liJも虫んでいないJ(B 152)ので

ある。 こうした精神のもとにできたのが Einlitung [Der Zeitschrift GermaniaJ であ

Qo  

こうして Prag で6月 12日に Kの 1GermaniaJの出版請願が Bohmenの総代官

VYallis [， Josef Graf v. (l767~1818)J のもとに出され， それが外務大臣に提出され皇帝

の裁可をうける子活:が決められる。それ故 6月131] Kleistの請願は Wallisの 1'，，:iJ封物カ‘

らi沼下は作者としては女IJられていないこともない， そして Dresdenのオースタリ一大使館

の元書記官，日IJち Buolによって特に推薦されてL、る v.Kleist某が，その傾向が北ドイ

ツに向けられているという fGermania.Jの組名で雑誌を出版しようと思っていることが御

賢察なされます。 部下は特にこの意図を了とされ，そして私がこれに関して皇帝の意向の I~~

1掠を願うことの履行を私に命ずる最大の動機がここに生じますなら，私はおそらくこの件に

同意するのをためらうよりも，原稿はもともとその度毎に検関官庁に提出せねばなららねも

のでしょうと申し上げるだけです.J(L 328めといった添書 [Prag，1809年6月13日〕をつ

けられて Wienの外務大臣 P.Stadionのもとに提出される O

Kは一方 6月13日 Bruckengasse39 cr-Pragでは我々は素人 1'"宿の隣りあったこつの部

屋を借りました， それは Moldau 橋から数 j~=f先の裏 11IJ で喫茶自に!ムIj l、あっていましたj

(L 317)J から， [1801年 11月29日に Frankfurt/ M. 治るら rF. Schlegelとその許嫁

(Drothea)によろしく.J(B56=Adolfine v. Werdeck宛)と告し、たことがあり，それ以

後も交際があったと目、われるJF. Schlegel [当時 Vyienでオースタリ一政府:の官房器記官

になっていた〕に Wallis泊、ら Stadion伯に請願退が出されたと述べ r-v. Dahlmannと

小生の二人は [StadionJ伯のもとで，好意ある君のとりなしで，問題となっている許可を

得るためにいくらか必要だろうことをして， しかも事情が許す限り早めに貰って下さること

を君にお1顧し、するよう意見が一致しております.J(B 152)と請願への援幼を求めてし、るO

この F.Schlegel には})2に i我々 が*屋のLjlし11¥で，かなり，他のみ;毘と111)じ位うまく報酬をi支払

うことができるでしょうから，その ':'A~rどを，少くとも一つは予め削って下さること J (B 152)を願んで

L 、る。

こう し た Kleistの請願書を受取った Stadion伯は皇滑に 6月17日に提出し， liJJ日

VY allisに返事を Vvolkersdorfからi;IJいてし、る政治雑誌を出すという Kleist氏の提案

を私は陛下に裏打ちしました，そして11寺宜をえたらlíJj~- トーの決定を必ずj部下にお知らせ致しま

す.J(L 328 c)とO

しかし政治的にみて 1809年， 7月5/6¥:::1オースタリ一平が Karl大公指揮下における

fWagramの軍事的敗北は一瞬のうちに解放への希望すべてを瓦解させるようにみえたJ

(s. 91)( 5)。愛国者仲間が Aspernで、の大公の勝利(;)月 21/22日〉で摺んだ希盟はそれで

直ちに幻滅を感じさせられたのだった。この Wagramのi訟は Kにオースタリーの卒事的
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指導力の怠慢，政府の処崖の不充分さを気付かせ，特に精神的基礎ずけと目的意識性に jヨを

見1511かせた。こうした見解の下に Kの I-Uberdie Rettung von OsterreichJができ上っ

たのだった。 Wagramの敗北後，オースタリーでは平和党は降伏にと，一方外相 P.

Stadion 伯~lIJの人々はまだ戦争継続を主張していた。

Stadion 11~側の人々は Prag に強力な後楯を持っていたのだった。 fそこでは当H寺， ドイツの再生を

あえて信じようとしたもの全てが流れこんできていたJ(L 316)，民11ち Hessen人， Braunschweig 

人， Preusen人など。これらの人々は pragで外ltl(J)弟 F.Staclion伯のまわりでオースタリ一人と

!日J-)也見の仲間だった。

7月12日の Znaimの休戦は119週間の休戦期IHjを決めただけで，事態は必ずしもナポレオ

ンに有利でなく，プロシャ王は以前よりもこのi践に干渉しようという気になり，平和党は優

勢だった。それ故 IUberdie Rettung v. OsterreichJ は r~，;乱、もなく Wagram 戦後に

書かれたJ(3)。そして F.Stadionの9月l31ヨの手紙にも r<Uber die R. v. O.)の論文

が八月末あるL、は九月初めに吉かれた， それは Bりhmenに対する第i些i節の註も関係してい

ると雌言しでもよいだろう J(s. 185)(3)と言っている。

「最初の稿と改稿のi出には，いわば，ただ短期間があるだけである。おそらく Kleistは子高誌を友人

達に朗読し，友人らがこれを過激だとした時，新しい稿に取りかかったのだ。改訂稿がそれほど断的jた

る了'1廷に訴え，一方慎重な立場でとりかかられたことは， 公l}r1が fGermaniaJでも， ちらしでもどち

らにでも!と|論まれていたからと結論されるJ(s. 185)( 3)とし寸つれている。

L 、ず、れにしろ愛国者たちの希望は消え失せた。し、ずれにしろ戦 [7月6日〕はj攻れ，吏に

思いことには休戦 [7月12日〕が今度もただ王家のためだけで，忠実な自民のための戦では

なかったと知らせたのだった。結果として Pragは避難所となってしまった。それは Kの

計以外のことだった。しかも K が Buolを通じてうJIりあった v.Kolowrat一家の邸宅で

計画し進行させていた週間誌の:ト画を ¥Vagramの敗北は全く駄目にしてしまったのだっ

たO

7月171::1に喫茶屈で手紙を書きながら， ftiliに I~I 分のまわりの事態の急変や彼の物質的生活

のそれによって生じたあやうさに深い衝撃を受けたミとを述べている。 1-今や最近の突発事

件はただこの計画 [Germani討を水泡にしただけh ではありません一一それは僕の活動力を

もまた水泡にしてしまうのですJ (B 1;:)3)。しかし「僕は今後どう気持を港着けるべきかを

言うことが全然、できませんO 僕は Gleisenberg (， Karl von (1771"-"1813): 1804年に K

の従妹 Karolinev. Pannwitzと結婚した，そしてこの頃 Berlinに住んでいた〕にし、く

つかの北口、原稿 [IHermann戦争j と IKathchenJJを光るように子紙〔この手紙は残っ

ていなしJ をだしました [7月14日からこの手紙を書L、た 7月17日までの!日7に ?J， でもそ

の一つはn寺ド!止との関係で出版社を見つけることは難しく，他の一つはそうした関係がないの

で殆んと、興味を持たれないでしょう O 端的に言うと，姉さん，詩作の全仕事が僕におかれてい

ます，と L、うのは，僕は僕がたとえ立ち上ろうとも，ちょうど資刺iに話したこ者択ーのiこ|コに

いるからなのですJ(B 153)といって，詩作は忘れないでし、る。突際 I-Wien占領以来

Hermann戦争の上演はもはや考えられず， f-IJ)ITJUはその作品のその時代向けの傾向を持iって

いたため不可15で、あった 1(s. 92)(5)のだ。

Gentzは Pragの Kolowrat伯 (rli守備i滋長)に新しし、|状態を報告し，オースタリー
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寧の新しい司令官 Lichtenstein侯に，侯が Karl大公よりもっと多くの活気と主導性を示

すように述べている， f半ば J]券不IJ，半ば敗北が現在はもはやI~n ~出とならないでしょ

うJ(6)とO

こうしたこと全てが Kの希望を再びふるい立たせたに違いない， Iというのは Gentzヵ、

ら手紙を受取った後， F. Stadionは兄に手紙を書いたJ(s. 185)(3)のだった。

この F. Staclionの手紙は「当時:伝わっていた1噂， Kが長く Pragで'j，i';んでいて全く死んでしまっ

たという噂を弱めるJ(s. 185)(3)のである。

ところが Germania発行はなかなヵ、裁'iJvこならなかったらしく，弟 F.Stadion伯はう4

P. Stadion佑にその件で-1809年9月13日に手紙で Pragから依頼している。これは「私は

ここに吏にもっとくわしい註を敢てせねばなりません iと F.Stadion 自身がことわってい

るように，当11寺のオースタリーの報道関係の説明がなされている，

「オースタリーの新聞が OfenC現在のブダベストのこと〕で編集されて以来，どんな場合も当地

CPragJ では非常におそく到着せざるを得ないため Bohmenや Mahren地方の人たちは皆全く情報

なしでおります，そして外国は我々の側から一言も言われなL、こと(，こ2損れてしまいましたい・・ υ 再び始ま

った戦争に際して〔それ故JPrag Zeitungを利用するのは，それによって知らせようと思う報道を必

要だと忠われる決済のように公けにするため非常に必要〔でしょう〕。 これvこよって留内の民衆が充分

に教えられるだけでなくオースタリーの宮廷の体fHllによるそのような見方が国外へ持ち出されるだろ

う。〔しかし PragZeitungが〕その空疎な内容のために国内でも国外でも興味をひかないのでー・・・・そ

の新聞にすでに現在し、くらかもっと仕事を与え，それが少くとも外国の新!習にすぐのうている事実をな

んら熟考せずにただそのまま並べ，そして凶内における非事実の報道を温和な調子でとっかかることを

ひき起こさせるのは必要だろうJ(L 330)。

そして lこの機会にあたり関下に次のことを思い出して下さることをお願いしますo

Kleist某が当地で Journalを書く許可をお島民、したこと O 総代官 [WallisJ氏は反対では

ありませんて、した， 関下はすでに Wolkersdorfでこの点には向意、を切らかにされました，

一方ここで、保証を自分に得でおります H.v. Kleistはまだ許可誌を入手しておりませんO

現時点においてこの点に関して最高の決定をすべき n~:だろうと忠われますJ (L 330)と言っ

ている。

一方政治面ではオースタリー皇帝自身は Wagramの敗戦後武人らしく考えていて，ナポ

レオンの講和条件が拒否された後，新しい事態のために I~l らの声明を起草して L 、た。 Stein

男は Troppauからの Stadionへの1!c!.1想録ム一一常に変動しながら一一一九月の第二1.I:!lには

もう避けがたくなった戦争再発の Gentzの計画の中で[F、イツ皇子fiに守られたドイツの

同盟Jをプロシャ王の義弟でその当時オースタリ{に勤務していた Wilhelmvon Oranien 

公子を先頭に立てて行うようにと意見を述べていた。

こうした状勢に15'IJのように fKはひどい病気にかカミってしまった。感情の昂りが，再び

世界の崩壊によってあらわれたのだ。 Pragの BarmherzigBruder {曾院で彼は何週間も養

生させられた。一方 Berlinの彼の知人は彼を失綜したか死んだとしていた。彼の一生のこ

の数ヶ月については何もはっきりしていないJ(8.100Y5)。全く九月初旬 Berlinで実にA.

Muller により， Pragの病院における Kの死の日専が拡げられたのだった。

rH. v. Kleistは Wagramで、得た傷で死んだ筈ですJ(L 331 b = Theoclor v. Schon宛J.G. 

Scheffner， Konigsberg， 1809年 9)J5[¥)。その他 L331 a， c， 332 !ニliiJじような知らせがある。
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だから実際はい、つもそんな11与に病気になるように，伝えるところによれば Kは数ヶ月

Pragで病気で寝ているという話U(OだったのであるO

こうして10月初日になって， Bohmen州政治ーの事務記録 (Prag，1809年)によれば， D-I. 

v. Kleist と Dahlmann の Dresdenへの旅券の手続きJ(L 333)がなされている，そし

て K は 1809年の小詩と二，三の愛国的散文論文を rPragから Frankfurt/ 0への旅行の

途次 Dresden での滞在中， Hartmann方に 1809年 11月始めに成していったのだった」

(s. 171)(3)。こうして11月になって漸く再び Frankfurt/ 0にやってきて，それからもう

一度オースタリーや南独への旅行を計i向iするが， 1810年 2月再び Berlinへ来て，彼の生涯

の最後の期間をj品ごしたのだった。
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